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凡例




これは「靑野季吉選集」（昭和二十五年八月二十五日　河出書房刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。








『調べた』藝術







　なんと言つたつて、これまでの日本の小說は、作者の生活のうちに、意識的に乃至はその大部分無意識的に得られたところの印𧰼のつづり合せである。短篇はほとんどすべてそれであると言つて間違ひないが、長篇にしたところで眞に長篇としての構成的な特長を發揮してゐるやうなものは見當らない。いづれも短篇の一聯といつた種類のものである。

　もちろん單なる印𧰼だけでなく、尋求的努力の結果得られた事實なり、それに裏付けられた思想なりが、全然認められぬといふのではない。作家の二三のものには、ごく不滿足な、ごく不徹底な程度においてにしろ、それは求められる。しかし全體として觀て來ると、印𧰼小說、印𧰼藝術の範圍を脫しない。それを出ての意力的要素を多分に缺いてゐるといふのが、日本の小說なり、藝術なりの現實である。これには相當に强い傳統が作用してゐると思ふ。差詰め自然主義運動當時の、『現實』『生活』『自己』などといふものに對する、誤つた、淺薄な解釋が、その强い傳統として指摘せられる。何でも彼でも『本當のもの』といへば個人の狹い、偶然的な經驗だけであつて、それを『掘り下げ！』さへすれば、何かにぶつかるといふ風に、まるで神秘的な、奇蹟的な考へ方をして、平氣でゐたのである。それが因をなして、こんにち見るやうな無意力的な、無尋求的な結果となつてしまつたのである。

　近年文壇のことが論ぜられる場合に、時代意識が、いまの文學には出てゐないとか、いまの文學者は一部の政治家などに比して時代を感じてゐないとかよく言はれるが、いま言つたやうな身邊の雜印𧰼に滿足して、それを描いてさへをれば無意力的な、無尋求的なことでその『掘り下げ』得たものに時代意識が出る筈もないし、時代の苦悶が反映する筈もないのである。小說がこんにちひどく技巧的になつたり——新感覺派などといふものの、この範圍を出た物でない——俗情的になつたりしたのは、寧ろ當然なのである。

　そこで私はさういふ風に、印𧰼をつづり合せたやうな觀方、それから來る思想で滿足しないで、現實を意力的に、尋求的に『調べて』行く行き方、それから來た思想なりがいまの文壇を救ふ一つの大きな道ではないかと思ふ。反抗意識とか、反逆意識とかいふものも、その間から自然に生れて來たものが、いちばん根底のある、落付いたものであつて、この方にしても單なる印𧰼をつづり合せながら生れて來たものは、自分がそれと気付く前に、他がその根のないことに氣付いてしまふに違ひない。

　少し言ひ方はをかしいが、これを一口で言ふと『調べた』藝術が欲しいのである。『調べる』といふ中には、いろんな行き方がある。科學的な調査といふやうな方法も、もちろんその中にふくまれる。

　このごろ日本文學界に强いショックを與へてゐるエルンスト・トラーの戲曲などにしても、あの根底には、資本主義經濟の機構、マンモン萬能の機構にたいする基礎的な硏究と、それに基く鐡のやうな思想がある。それが彼の戲曲の根本力である。このことは彼の戲曲の一にでも接した人にはすぐ分るが、彼が全然いままでの室内文學者と異つた氣持で筆をとつてゐるといふやうなことが、それを證據立ててゐる。

　この間堺さんの譯したアプトン・シンクレヤーの『石炭王キング・コール』などにしても、それは立派な讀物としての體を具へてゐるが、その基礎となつてゐるものは、鑛山經營、鑛山勞働、組合運動、鑛山町、鑛山衞生等、についての、氷のやうな調査である。それがあの小說の、ロマン・ローランがほめたやうな價値のある所以であり、大衆の心をしつかりつかむ所以である。

　通俗小說とか、大衆文藝とかいつた題目についての論議が、このごろ一部に盛んであるが、私のいま述べた要求もそれに關聯して考へらる可きもので、眞に俗に通ずるとか大衆に訴へるとかいふ藝術は、それが意味のあるものならば大衆の生活に對する、作者の側のさうした準備によつて成るものでなければなるまいと思ふ。

　日本の津々浦々にカフエーやバーがあるやうに、耳かくし、七三がどんな山奧にも見られるやうに、廣く普及さへすれば通俗だ、大衆だといふのなら問題はない。

　さうでなく、文學靑年の懷ろや、有閑中年の机邊を離れて、藝術を眞に社會の動く生命の中に置かうとする意味の通俗小說や、大衆文學であるならば、作家の身邊印𧰼記式のものでは駄目である。

　これと、これもこの頃問題となつてゐる『農民藝術』と關聯させて考へて見度いのであるが、それは他日にゆづる。




○




　前田河君から『ジヤングル』の譯本をもらつたときは、自分で本を出した時よりも、實際うれしかつた。僕は本誌（文藝戰線）に、『調べた藝術』といふ一文を書いたことがある。その後で前田河君に會ふと、君は僕の言はうとすることをすつかり言つてしまつたねと笑つてゐた。そして彼はその頃の彼の計畫だとして、いま『金』といふ長篇を書く準備をしてゐると言つて、資本家社會の下における『金』の運動法則についての、彼の調べたことを洩した。そして僕に、君は佐渡ケ島の人間だから、金の出るところを知つてるだけ話せとのことであつた。

　その時、僕は、方向轉換のために苦んでしつかりした道を發見し出した前田河君のために、心から祝福した。彼は僕が『調べた藝術』で述べたと同じ要求を生かさうとしてゐたのであつた。

　その内に『ジヤングル』を前田河君が飜譯することになつた。僕は、この譯業は彼にとつて當面の生活費の便宜を與へるばかりでなく、その藝術の上に、大きな貢獻をすると信じて、その完成を彼に奬めた。

　といふのは僕はずつと前に『ジヤングル』を讀んで、日本のプロレタリアはこの方面の努力をこれからしなければならぬが、それには先づこの本の譯本をつくる必要があると感じたからである。そしてこの小說は、僕が『調べた藝術』を書いた時に引證した『キング・コール』と共に、否、それにもまさつて、資本家社會を調査し、解剖し、批評した結果に成つたものだからである。

　いま大作『ジヤングル』の内容を紹介してゐるわけには行かぬが、それは『雇傭人の數は三萬人、それによつて直接生活してゐる人々は二十五萬人、間接に生活してゐる人間は五十萬、その食料品は世界至らぬ隈なく、それを食ふ人の數は約三千萬人』といふシカゴの世界最大のストックヤードを舞臺としての、一人の移民勞働者の被搾取史である。僕はその一人の移民勞働者ヨウリスに大きな興味を持つが、それにもましてそのストックヤードにおける資本の組織と搾取の組織の、眞に巨人的とも言つてよい描冩に驚嘆しないわけに行かない。この努力、これこそ鬪爭期におけるプロレタリアの傾倒すべき努力の一つであり、且つ日本のプロレタリア文學がよつて救はる可き、一つの力强い道である。

　ここに一寸揷話として述べておくが、僕は嘗て『ジヤングル』の譯を企てたことがあつたが、とても僕には手におへなかつた。モツト本場仕込（特に勞働街仕込）の語學力があつてモツト僕より體力のつづく人でなければ駄目だと思つた。それに堺さんもやつてゐたといふ話を直接聞いた。而していま『ジヤングル』は、主人公ヨウリスを思はせるやうな前田河君に、最も適當した日本への案内者を發見したのである。

　僕は『ジヤングル』の出た機會に、もう一度『調べた藝術』の論を敷衍しておく。プロレタリアは生產機關を握つてゐる階級だ。社會を運轉してゐる階級だ。この世界こそは、ブルジョア文學の窺知を許さない、『我々の』世界である。この世界を解剖し、描寫することはプロレタリアだけが持つ唯一の特權である。しかもその世界こそは、日本の社會の心臟であつて、資本家的惡の物凄い、動悸を打つてゐる場面である。

　私は單なる興奮と感傷で滿足してゐない日本のプロレタリア作家が、かならずこの殘された世界に向つて眼を開くであらうと信じてゐる。この意味において、細井和喜藏君の『工場』『女工哀史』は正に立派に先驅を爲したものと言つてよい。私が『調べた藝術』を發表した時、眞先にハガキで同意を寄せてくれたのは、細井君であつた。そして、その時旣に細井君の懷ろには、『工場』の原稿が入つてゐたのであつた。その時、僕はそれを少しも知らなかつた。

　これに關聯して想ひ出されるのは、藤森成吉氏の勞働生活の問題である。當時僕は二三の勞働者の人からそれに對して意見を求められたことがあつた。しかしその人々はいづれも小說の材料をとりに行くのなら無意義だといつた常識的な批評を用意してゐるやうな人達であつた。僕は一言も答へなかつた。藤森氏の勞働生活入りの意志がどこにあつたか、それは僕は知らない。しかしよし小說の材料をとるために、勞働服を着たのだと假定しても、どこにとがむ可き點があらう。どれだけ深く、細かく、具體的に觀て來るかが問題ではないか。しかもその方面が、勞働者自身の文學者によつて描かれず、乃至は描き得られなかつたといふことは、一つの恥ではないか。そして藝術といへばすぐ、ブルジョアジーの定めた樣式と範疇のものだと思つて、模倣にこれつとめてゐたことこそ、無意義千萬ではないか。

　ブルジョアジーの文學は、これからますます生產と鬪爭の場面から離れて、遊食と逃避の場面を、その觀照の世界として行くであらう。それ以外に彼等の足の地についてゐる世界はないからである。これに反して、プロレタリア文學は、益益深く、細く、直接に生產と鬪爭の世界を掘り下げて行く可きである。また行くであらう。

　最後にモウ一度『ジヤングル』の譯業の成つたことの歡びを繰返しておく。
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